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決算の概要について 

経営状況の分析 

① 事業活動収支計算書の概要 

事業活動収支計算は、事業活動収入と事業活動支出の内容とその均衡状況を明らかにす

ることを目的としています。本学園の令和 3(2021)年度の収支は、事業活動収入 2,173,788

千円から事業活動支出2,056,247千円を差し引いた基本金組入前当年度収支差額が 126,313

千円となりました。 

 

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

学生生徒等納付金 1,940,385,000 1,958,738,100 △ 18,353,100

手数料 22,523,000 22,265,910 257,090

寄付金 2,100,000 100,000 2,000,000

経常費等補助金 178,317,100 178,140,866 176,234

　国庫補助金 167,076,100 167,209,400 △ 133,300

　地方公共団体補助金 11,241,000 10,931,466 309,534

付随事業収入 8,930,000 9,409,148 △ 479,148

雑収入 4,974,000 5,134,307 △ 160,307

教育活動収入計 2,157,229,100 2,173,788,331 △ 16,559,231

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

人件費 1,312,706,950 1,294,598,572 18,108,378

　(内 退職給与引当金組入額) 20,000,000 25,220,500 △ 5,220,500

教育研究経費 642,060,000 562,621,041 79,438,959

　(内 減価償却) 219,000,000 150,054,731 68,945,269

管理経費 188,079,000 197,396,984 △ 9,317,984

　(内 減価償却) 8,480,000 9,195,538 △ 715,538

徴収不能額等 2,706,000 1,630,000 1,076,000

教育活動支出計 2,145,551,950 2,056,246,597 89,305,353

11,677,150 117,541,734 △ 105,864,584

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

受取利息・配当金 11,000 11,312 △ 312

教育活動外収入計 11,000 11,312 △ 312

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

借入金等利息 7,110,000 7,408,604 △ 298,604

その他の教育活動外支出 0 0 0

教育活動外支出計 7,110,000 7,408,604 △ 298,604

△ 7,099,000 △ 7,397,292 298,292

4,578,150 110,144,442 △ 105,566,292経常収支差額
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科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

資産売却差額 0 0 0

その他の特別収入 14,750,000 16,201,748 △ 1,451,748

特別収入計 14,750,000 16,201,748 △ 1,451,748

科　　　　　目 予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

資産処分差額 0 33,171 △ 33,171

その他の特別支出 0 0 0

特別支出計 0 33,171 △ 33,171

14,750,000 16,168,577 △ 1,418,577

19,328,150 126,313,019 △ 106,984,869

△ 147,460,000 △ 115,746,970 △ 31,713,030

△ 128,131,850 10,566,049 △ 138,697,899

△ 2,346,532,333 △ 2,271,612,764 △ 74,919,569

△ 2,474,664,183 △ 2,261,046,715 △ 213,617,468

2,171,990,100 2,190,001,391 △ 18,011,291

2,152,661,950 2,063,688,372 88,973,578

　前年度繰越収支差額

　翌年度繰越収支差額
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（参考）

　基本金組入前当年度収支差額

　基本金組入額合計

　当年度収支差額
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教育活動収支 

･学生生徒等納付金 

  学生生徒納付金は、前年度に比べ 29,998 千円増の 1,958,738 千円となりました。事業活

動収入の構成割合は下記グラフの通りとなっております。学生生徒納付金はほぼ横ばいとな

り、退学・休学を減らすことで維持していく事となります。専門学校 2 校の収容定員確保が

より重要となります。 

・手数料 

手数料は、前年度に比べ 2,889 千円減の 22,266 千円となりました。コロナ禍の中、再試

験料の減少及び、検定料の減少が原因となります。また、事業活動収入に占める構成比率に

つきましては下記グラフの通りとなっております。 

･経常費等補助金 

国庫補助金は、前年度に比べ 8,777 千円減となりました。また、事業活動収入に占める

構成比率につきましては下記のグラフの通りとなっております。 

・付随事業収入 

東京医療福祉専門学校における附属治療院の収入です。 

・人件費 

人件費は、前年度に比べ 8,718 千円増となりました。人件費率は 59.6%となり昨年度と同比

率でした。また事業活動支出に占める構成比率につきましては下記グラフの通りとなってお

ります。 

・教育研究経費 

管理経費は、前年度に比べ 26,195 千円増の 197,397 千円となりました。事業活動支出に占

める構成比率につきましては下記グラフの通りとなっております。 

・管理経費 

管理経費は、前年度に比べ 9,721 千円増の 171,202 千円となりました。事業活動支出に占

める構成比率は下記グラフの通りとなっております。 

・受取利息・配当金 

受取利息・配当金は、11 千円となりました。 

 

・借入金等利息 

借入金等利息は、前年度に比べ 361 千円減の 7,409 千円となりました。計画通り順調に償

還しております。 
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②資金収支計算書の概要 

当該年度の諸活動に対するすべての収入及び支出の内容と、支払資金の収入及び支出のてん末を 

明らかにすることを目的としています。 

令和 3(2021)年度決算は翌年度繰越支払資金が 101,563 千円増加し、1,004,227 千円と大幅改善

しました。  

 

予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

1,940,385,000 1,958,738,100 △ 18,353,100

22,523,000 22,265,910 257,090

2,100,000 100,000 2,000,000

191,867,100 191,690,866 176,234

175,986,100 177,532,400 △ 1,546,300

15,881,000 14,158,466 1,722,534

0 0 0

8,930,000 9,409,148 △ 479,148

11,000 11,312 △ 312

4,974,000 5,130,947 △ 156,947

0 0 0

821,235,000 826,705,000 △ 5,470,000

61,883,200 18,316,945 43,566,255

△ 870,036,000 △ 874,348,466 4,312,466

902,664,351 902,664,351 /

3,086,536,651 3,060,684,113 25,852,538

雑収入

借入金等収入

前受金収入

その他の収入

資金収入調整勘定

　国庫補助金収入

　地方公共団体補助金収入

資産売却収入

付随事業・収益事業収入

受取利息・配当金収入

科　　　　　目

前年度繰越支払資金

収入の部合計

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

収入の部

 

予　　　　算 決　　　　算 差　　　　異

1,292,706,950 1,291,023,072 1,683,878

423,060,000 412,566,310 10,493,690

179,599,000 188,201,446 △ 8,602,446

7,110,000 7,408,604 △ 298,604

36,297,000 36,295,255 1,745

17,897,000 17,269,623 627,377

42,936,000 67,200,453 △ 24,264,453

20,000,000 25,000,204 △ 5,000,204

160,923,845 109,462,559 51,461,286

0

△ 98,015,854 △ 97,970,857 △ 44,997

1,004,022,710 1,004,227,444 △ 204,734

3,086,536,651 3,060,684,113 25,852,538

資産運用支出

その他の支出

〔予備費〕

資金支出調整勘定

翌年度繰越支払資金

支出の部

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

支出の部合計

人件費支出

科　　　　　目

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

 

 

・前受金収入 

令和 4(2022)年度入学生の学生生徒等納付金および在校生の学納金の一部が、令和 4(2022)年

3 月末日までに納入されるため、令和 3(2021)年度の前受金収入とします。   

・資金収入調整勘定 

期末未収入金と前期末前受金は、現金収受が前年度または翌年度以降行われ、令和 3(2021）

年度には資金の流れが伴わないので控除されます。    

・施設関係支出 

専門学校の老朽化が進み令和 3（2021）年度は、大規模改修を行いました。 
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・設備関係支出 

機器備品・図書等の取得です。教育研究機器備品取得の主なものは、大学において WIFE

設備機器などを取得しました。 

・資金支出調整勘定 

期末未払金と前期末前払金は現金支払が前年度または翌年度以降行われ、令和 3(2021)

年度には資金の流れを伴わないので控除されます。 
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③貸借対照表の概要 

     貸借対照表は当該会計年度末における学校法人の財政状態をあらわしたものです。 

 貸借対照表の資産の部は現預金や有価証券、固定資産等、資金の運用形態を表し、負債

の部は借入金や未払金、基本金等、資産の調達源泉を表しています。     

 令和 3(2021)年度決算では資産の部合計 4,959,200 千円、負債の部 1,981,251千円、純資

産の部 2,977,950千円となりました。 

 

＜貸借対照表＞                          （単位：円） 

科　　　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減

固定資産 3,932,619,536 3,979,034,088 △ 46,414,552

　有形固定資産 3,795,878,243 3,872,877,111 △ 76,998,868

　特定資産 95,644,871 70,644,667 25,000,204

　その他の固定資産 41,096,422 35,512,310 5,584,112

流動資産 1,026,580,926 924,656,367 101,924,559

資産の部合計 4,959,200,462 4,903,690,455 55,510,007

負債の部

科　　　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減

固定負債 946,937,868 994,539,811 △ 47,601,943

流動負債 1,034,312,914 1,057,513,983 △ 23,201,069

負債の部合計 1,981,250,782 2,052,053,794 △ 70,803,012

科　　　　　目 本 年 度 末 前 年 度 末 増　　　　減

基本金 5,238,996,395 5,123,249,425 115,746,970

　　　第１号基本金 5,087,996,395 4,972,249,425 115,746,970

　　　第４号基本金 151,000,000 151,000,000 0

繰越収支差額 △ 2,261,046,715 △ 2,271,612,764 10,566,049

純資産の部合計 2,977,949,680 2,851,636,661 126,313,019

負債及び純資産の部合計 4,959,200,462 4,903,690,455 55,510,007

資産の部

純資産の部

 

 

経営上の成果と課題、今後の方針・対応方策 

令和 3 年度において基本金組入後収支差額も含めプラスとした。今後も安定的に維持す

るためには、収入増(寄附金、補助金の獲得、経費の節減)が引き続き必須である。令和 4 年

度においては、寄附金募集計画を策定し、実行し、収入増を図りたい。また、補助金等の

獲得についてもしっかりと申請し確保していく。 

 


